
受
験
番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二

○

二

四

年

度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
武
蔵
野
学
院
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

一 

般 

選 

抜 

第 

一 

回 

入 

学 

試 

験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

〇

二

四

年

二

月

二

二

日

実

施 

国 

語 

総 

合
（
一
〇
〇
点 

六
〇
分
） 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

注

意

事

項

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― 

一 

試

験

開

始

の

指

示

が

あ

る

ま

で

、

こ

の

問

題

冊

子

の

中

を

見

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

二 

監

督

者

の
「

解

答

は

じ

め

」
の

指

示

が

あ

っ

た

後

、
速

や

か

に

問

題

冊

子

と

解

答

用

紙

の

両

方

の

所

定

欄

に

受

験

番 

 
 

号

と

氏

名

を

記

入

し

な

さ

い

。 

三 

こ

の

問

題

冊

子

は

、

１

０

ペ

ー

ジ

あ

り

ま

す

。
試

験

中

に

問

題

冊

子

の

印

刷

不

鮮

明

、
ペ

ー

ジ

の

落

丁

・

乱

丁

及

び 

解

答

用

紙

の

汚

れ

等

に

気

付

い

た

場

合

は

、

手

を

高

く

挙

げ

て

監

督

者

に

知

ら

せ

な

さ

い

。 

四 

解

答

は

、

解

答

用

紙

の

所

定

の

欄

に

記

入

し

な

さ

い

。 

五 

問

題

冊

子

の

余

白

等

は

適

宜

利

用

し

て

よ

い

が

、

ど

の

ペ

ー

ジ

も

切

り

離

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

六 

不

正

行

為

に

つ

い

て 

 
 

 

①

不

正

行

為

に

対

し

て

は

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 

 
 

 

②

不

正

行

為

に

見

え

る

よ

う

な

行

為

が

見

受

け

ら

れ

た

場

合

は

、

監

督

者

が

注

意

を

す

る

の

で

従

い

な

さ

い

。 

 

従

わ

な

い

場

合

に

は

、

不

正

行

為

と

み

な

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。 

③

不

正

行

為

を

行

っ

た

場

合

は

、

そ

の

時

点

で

受

験

を

取

り

や

め

さ

せ

退

室

さ

せ

ま

す

。 

七 

試

験

終

了

後

、

問

題

冊

子

は

回

収

し

ま

す

。 
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第
一
問 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
投
票
日
を
前
に
候
補
者
が
各
地
で
遊
説
す
る
。 

 
（
２
）
彼
の
態
度
が
真
実
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

 

（
３
）
今
夜
は
下
弦
の
月
だ
。 

 

（
４
）
対
戦
相
手
を
軽
侮
の
目
で
見
る
。 

 
 

（
５
）
門
扉
の
立
派
な
家
の
前
に
立
つ
。 

 

（
６
）
押
印
す
れ
ば
契
約
は
成
立
す
る
。 

 

（
７
）
そ
の
旅
館
は
数
寄
屋
造
り
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
。 

 

（
８
）
彼
女
の
提
案
は
妥
当
だ
と
思
う
。 

 

（
９
）
こ
ん
に
ち
は
、
い
い
日
和
で
す
ね
。 

 

（
１
０
）
偶
然
を
装
っ
て
近
づ
く
。 

  
 



2 

 

第
二
問 

次
の
空
欄
に
入
る
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
例
）
（ 

 
 

 

）
ら
か
に
話
す
。 

 
 

 
 

 

ア 

急
流 

 
 

イ 

華
麗 

 
 

ウ 

円
滑 

 
 

エ 

潤
沢 

 
 

 
 

 
 

正
答 

ウ
（
滑
ら
か
に
話
す

。） 

 

（
１
）
家
来
は
主
君
の
命
に
（ 

 
 

）
う
。 

 

ア 

服
従

     

イ 

降
伏

     

ウ 

行
動

     

エ 

発
言 

 

（
２
）
言
葉
の
真
意
を
（ 

 
 

）
る
。 

 

ア 

見
解

     

イ 
思
考 

 
 

ウ 

疾
走

   
 

エ 

探
求 

 
 

（
３
）
そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
（ 

 
 

）
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。 

 

ア 

優
美 
 

 

イ 

詳
細 

 
 

ウ 

楽
観 

 
 

エ 

具
現 

 

（
４
）
お
客
様
の
気
持
ち
を
（ 

 
 

）
る
。 

 

ア 

不
慮 

 
 

イ 

計
算 

 
 

ウ 

図
書    

 

エ 

推
考 

 

（
５
）
憧
れ
て
い
た
職
業
に
（ 

 
 

）
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ア 

浮
世 

 
 

イ 

付
属 

 
 

ウ 

成
就 

 
 

エ 
赴
任 
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第
三
問 

（
１
）
か
ら
（
２
）
は
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
な
ど
が
意
味
す
る
内
容
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
（
３
）
か
ら
（
５
）
は
、
示
さ
れ
て
い
る
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
な
ど
が
成
り
立
つ
よ

う
に
、
括
弧
の
中
に
挿
入
す
べ
き
適
切
な
語
句
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 
（
１
）
幕
を
切
っ
て
落
と
す 

  
 

 
 

 

ア 
長
く
続
く
状
態
を
終
わ
り
に
す
る
。 

 
 

 
 

 

イ 
人
の
悪
口
を
言
っ
て
評
判
を
落
と
す
。 

 
 

 
 

 

ウ 

物
事
を
大
々
的
に
開
始
す
る
。 

 

（
２
）
医
者
の
不
養
生 

  
 

 
 

 

ア 

言
っ
て
い
る
こ
と
と
行
動
が
伴
わ
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 

イ 

忙
し
く
て
自
分
の
こ
と
に
気
が
ま
わ
ら
な
い
様
子
。 

 
 

 
 

 

ウ 

贅
沢
を
し
て
健
康
に
良
く
な
い
こ
と
。 

 

（
３
）
幸
福
と
不
幸
は
常
に
交
互
に
や
っ
て
く
る
こ
と
。 

 

禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
（ 

 
 

）
の
ご
と
し 

  
 

（
４
）
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
始
末
に
お
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 

）
て
も
焼
い
て
も
食
え
な
い 

 

（
５
）
ど
ん
な
名
人
で
も
失
敗
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

弘
法
に
も
（ 

 
 

）
の
誤
り 
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第
四
問 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

現
在
、
武
士
道
と
は
何
か
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
も
っ
と
も
多
く
の
読
者
が
手
に
す
る
の
が
、
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士

道
』
で
あ
ろ
う
。 

  

【 

中
略 
】 

  

ま
ず
、
こ
の
書
物
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
二
月
に
英
語
で
執
筆
さ
れ
、
翌
年
‟BUSHIDO The Soul of Japan

 

„

（『

武
士
道

―
日
本
の
魂

』）

と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
も
は
や
武
士
が
存
在
し
な
い
時
代
に
、
武
士
以
外

に
よ
っ
て
書
か
れ
、
そ
れ
が
日
本
人
で
な
く
、
外
国
人
に
向
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
読
者
対
象
が
異
な
る
の
で
、

当
然
な
が
ら
内
容
も
、

「（

 
Ａ 

）」

を
説
く
の
で
は
な
く
、

「（

 

Ｂ 

）
」

を
解
説
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

【 

中
略 

】 

 

 

新
渡
戸
は
、
『
武
士
道
』
執
筆
の
動
機
と
し
て
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
ベ
ル
ギ
ー
の
法
学
者
ド
・
ラ
ブ
レ
ー
か
ら
、
宗
教
教
育
が
な

い
日
本
で
ど
う
や
っ
て
道
徳
教
育
が
授
け
ら
れ
る
の
か
と
問
わ
れ
、
即
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る

（「

序
」）。
し
か
し
、

新
渡
戸
に
は
、
早
く
か
ら
日
本
の
思
想
を
外
国
に
伝
え
、
外
国
の
思
想
を
日
本
に
普
及
し
よ
う
と
い
う
志
向
が
あ
っ
た
。
日
本
人
の

思
考
方
法
や
風
習
に
つ
い
て
疑
問
に
思
い
、
よ
く
新
渡
戸
に
質
問
し
て
い
た
妻
の
メ
ア
リ
ー
・
エ
ル
キ
ン
ト
ン
は
、
新
渡
戸
と
同
じ

キ
リ
ス
ト
教
の
一
会
派
で
あ
る
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
に
ク
エ
ー
カ
ー
の
集
会
で
知
り
合
っ
た
。
新
渡
戸
氏
に
と

っ
て
ク
エ
ー
カ
ー
主
義
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
の
思
想
に
出
合
っ
た
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
東
洋
思
想
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
語
っ
て
い
る
。 

  

【 

中
略 

】 

  

新
渡
戸
は
、
『
武
士
道
』
を
、
「
道
徳
体
系
と
し
て
の
武
士
道
」
と
い
う
章
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
。
当
時
、
外
国
人
は
、
日
本

           

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 
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の
「
サ
ム
ラ
イ
」
は
、
大
小
二
本
の
刀
を
差
し
、
す
ぐ
に
大
き
い
方
の
刀
を
抜
い
て
人
を
殺
傷
し
よ
う
と
す
る
野
蛮
な
戦
士
だ
と
い

う
認
識
が
一
般
的
だ
っ
た
。
新
渡
戸
が
こ
の
書
物
を
書
い
た
動
機
は
、
ま
ず
、
そ
う
い
う
誤
解
を
解
く
た
め
だ
っ
た
。 

 
冒
頭
の
一
文
は
、
武
士
道
を
「
桜
の
花
」
に
た
と
え
た
有
名
な
も
の
で
あ
る
。 

  
 

武
士
道chivalry

は
、
日
本
の
標
章

し

る

し

で
あ
る
桜
の
花
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
、
わ
が
国
土
に
根
ざ
し
た
花
で
あ
る
。 

  

こ
れ
は
、
本
居
宣
長
の
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば
朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花
」
と
い
う
和
歌
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
だ
が
、
宣

長
の
場
合
は
「
大
和
心
」
（ 

ａ 

）
日
本
人
の
心
の
象
徴
と
し
た
も
の
を
、
新
渡
戸
は
「
武
士
道
」
の
標
章
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

本
書
の
冒
頭
で
「
武
士
道
」
は
、
シ
ヴ
ァ
ル
リ
ーchivalry

と
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
新
渡
戸
は
、
武
士
道
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ

ヴ
ァ
ル
リ
ー
（
騎
士
道
）
と
類
似
し
た
道
徳
、
（ 

ｂ 

）
身
分
、
生
き
方
だ
と
紹
介
し
、
そ
の
上
で
、
「
ブ
シ
ド
ウ
」
は
単
に

「
騎
士
の
倫
理
」
と
い
う
よ
り
も
深
い
意
味
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。 

  

【 

中
略 

】 

  

そ
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
「
武
士
が
守
る
よ
う
要
求
さ
れ
、
ま
た
教
え
ら
れ
た
道
徳
の
お
き
て
」
で
あ
る
が
、

文
字
に
書
か
れ
た
お
き
て
で
は
な
く
、
「
せ
い
ぜ
い
口
伝
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
っ
た
り
、
有
名
な
武
士
や
学
者
が
書
い

た
い
く
つ
か
の
格
言
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
」
だ
と
す
る
。 

 

（ 

ｃ 

）、

武
士
道
の
掟
は
、
語
ら
れ
ず
、
書
か
れ
て
も
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
「
い
っ
そ
う
武
士
た
ち
の
内
面
に
刻
み
込
ま
れ
、

強
い
行
動
規
範
と
し
て
彼
ら
を
拘
束
し
た
」
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
数
十
年
、
数
百
年
に
お
よ
ぶ
武
士
た
ち
の
生
き
方
か
ら
自
然
に

発
達
し
て
き
た
も
の
」
だ
っ
た
。 

 

新
渡
戸
が
言
う
よ
う
に
「
武
士
道
」
は
、
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
何
か
は
っ
き
り
と
し
た
決
ま
り
が
あ
っ
て
そ
れ
を
守

っ
て
い
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
（ 

ｄ 

）、

武
士
と
し
て
の
掟
を
守
っ
て
い
た
つ
も
り
で
も
、
「
臆
病
」
で

あ
る
と
か
「
ひ
き
ょ
う
」
だ
と
い
う
評
判
が
立
て
ば
、
（ 

Ｃ 

）
し
て
身
の
潔
白
を
立
て
な
い
と
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
の
が
江

戸
時
代
の
武
士
だ
っ
た
。 

            

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 
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そ
し
て
、
そ
れ
は
、
「
有
名
な
武
士
や
学
者
が
書
い
た
い
く
つ
か
の
格
言
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
し
て
も
、
こ
れ
を
読

め
ば
「
武
士
道
」
が
わ
か
る
、
と
い
う
よ
う
な
書
物
は
少
な
い
。
し
い
て
言
え
ば
、
『
名
君
家
訓
』
や
『
武
道
初
心
集
』
な
ど
、
注

１

山
鹿
素
行
の
「
士
道
論
」
の
系
譜
に
連
な
る
一
般
の
武
士
向
け
の
教
訓
書
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
武
士
が
そ
の
生
活
に
お
い
て
強

制
さ
れ
て
い
る
「
道
徳
の
掟
」
と
は
微
妙
に
ず
れ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
意
味
で
新
渡
戸
の
『
武
士
道
』
は
、
日
本
で
初
め
て
武
士
道
思
想
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
本
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
が
、
海
外
で
も
日
本
で
も
、
武
士
道
の
参
考
書
と
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

【 

中
略 

】 

  

武
士
の
教
育
の
目
的
は
、
人
格
形
成
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
議
論
は
、
確
か
に
武
士
道
教
育
の
一
面
の
真
実
を
突
い
て
い

る
。
武
士
社
会
で
は
、
そ
の
影
響
で
知
識
や
学
問
を
軽
く
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

第
十
一
章
「
①

克
己
」
で
は
、
日
本
人
の
忍
耐
の
訓
練
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
あ
ま
り
感
情
を
表
現
し
な

い
こ
と
か
ら
、
外
国
人
に
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

武
士
は
、
子
供
の
頃
か
ら
、
「
感
情
が
高
ぶ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
涙
を
流
し
た
り
、
う
め
き
声
を
あ
げ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
自
分
の
悲
し
み
や
不
平
、
窮
状
を
相
手
に
話
す
こ
と
は
、
相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
は
、
も
っ
と
も
深
い
悲
し
み
の
時
で
さ
え
、
訪
問
客
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
応
対
す
る
。
こ
れ
は
、
日
本

人
が
そ
う
し
た
感
情
に
鈍
感
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
人
が
、
最
愛
の
子
供
を
失
っ
た
時
で
さ
え
笑
い
を
浮
か
べ
る
の

は
、
日
本
人
の
笑
み
が
、
「
逆
境
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
心
の
平
衡
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
隠
す
幕
」
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

  

第
十
二
章
で
は
、
武
士
社
会
の
特
徴
的
行
動
で
あ
る
（ 
Ｃ 

）
と
敵
討
ち
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
（ 

Ｃ 

）
は
、
「
法
律

上
な
ら
び
に
礼
法
上
の
一
つ
の
制
度
」
で
あ
り
、
「
武
士
が
罪
を
つ
ぐ
な
い
、
過
ち
を
わ
び
、
恥
を
免
れ
、
友
を
救
い
、
自
己
の
誠

実
を
証
明
す
る
行
為
」
だ
っ
た
。
（ 

Ｃ 

）
の
風
習
は
、
特
に
日
本
の
野
蛮
な
風
習
と
し
て
外
国
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、

新
渡
戸
は
そ
の
誤
解
を
解
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
新
渡
戸
は
、
敵
討
ち
も
、
無
政
府
的
な
蛮
行
で
は
な
く
、
人
の
正
義
感
か
ら
行

わ
れ
る
も
の
で
、
「
あ
る
種
の
倫
理
的
平
衡
感
覚
を
保
つ
た
め
の
裁
判
所
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

  

【 

中
略 

】 

            

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 
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第
十
三
章
で
は
、
武
士
の
武
器
で
あ
る
「
刀
」
を
取
り
上
げ
る
。
刀
は
、
「
武
士
の
魂
」
で
あ
り
、
「
こ
の
凶
器
の
所
有
そ
の
も

の
が
、
彼
に
自
尊
と
責
任
の
感
情
お
よ
び
態
度
を
注

２

賦
与
す
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
人
を
斬
る
た
め
に
常
に
腰
に
帯
び
て
い

る
の
で
は
な
い
。 

  
 

武
士
道
は
、
刀
を
適
切
に
使
う
こ
と
を
大
い
に
重
ん
じ
、
そ
の
注

３

濫
用
を
戒
め
、
嫌
悪
し
た
。
必
要
も
な
い
の
に
刀
を
ふ
る

う
者
は
卑
怯
者
で
あ
り
、
虚
勢
を
張
る
者
と
さ
れ
た
。
冷
静
沈
着
な
人
は
、
刀
を
用
い
る
正
し
い
時
を
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
機
会
は
注

４

稀
に
し
か
来
な
い
。 

  

こ
れ
も
、
刀
を
持
っ
て
い
た
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
が
、
む
や
み
に
刀
を
ふ
る
う
野
蛮
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
反

論
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  

【 

中
略 

】 

  

第
十
五
章
で
は
、
武
士
道
の
影
響
と
し
て
、
武
士
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
武
士
道
倫
理
が
全
日
本
人
の
理
想
と
な
り
、
民
衆
の
間

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

 

 
 

武
士
の
美
徳
は
、
わ
が
国
の
国
民
の
一
般
的
水
準
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
も
の
だ
っ
た
。
太
陽
が
昇
る
時
、
ま
ず
も
っ
と
も
高

い
峰
を
朱
に
染
め
、
次
第
に
下
の
谷
々
を
照
ら
す
よ
う
に
、
最
初
に
武
士
道
と
し
て
結
実
し
た
倫
理
体
系
は
、
時
が
た
つ
に
つ

れ
て
大
衆
か
ら
も
追
随
者
を
呼
び
込
ん
だ
。 

  

こ
れ
に
は
、
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
新
渡
戸
が
あ
げ
て
い
る
美
徳
は
、
必
ず
し
も
武
士
道
に
発
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
日
本
に
来
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
は
、
ほ
ぼ
一
様
に
、
日
本
人
の
名

誉
心
の
強
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
武
士
階
級
の
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

 

た
と
え
ば
、
十
六
世
紀
に
三
度
日
本
を
訪
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
人
に
つ
い
て
、
「
全
世
界
で
も

っ
と
も
面
目
と
名
誉
を
重
ん
ず
る
国
民
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る

（『

日
本
巡
察
記
』
平
凡
社

）。 

            

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
一
般
に
下
層
の
身
分
出
身
の
使
用
人
を
、
無
礼
な
言
葉
や
む
ち
で
自
分
の
意
思
に
従
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し

日
本
に
お
い
て
は
、
「
も
っ
と
も
下
級
の
職
人
や
農
夫
」
で
す
ら
面
目
と
名
誉
を
重
ん
じ
、
い
か
に
収
入
的
に
有
利
で
あ
っ
て
も
そ

ん
な
徳
の
低
い
主
人
の
も
と
に
は
留
ま
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

新
渡
戸
も
、
商
人
の
債
務
者
で
さ
え
「
貸
し
て
い
た
だ
い
た
金
子
の
返
済
を
怠
っ
た
時
は
、
衆
人
の
集
ま
る
席
で
笑
っ
て
い
た
だ

い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
証
文
に
書
き
入
れ
、
返
済
に
努
め
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
面
目
や
名
誉
は
、
武
士
の

専
売
特
許
で
は
な
く
、
商
人
に
は
商
人
道
と
い
う
名
誉
を
重
ん
じ
る
倫
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
職
人
や
農
夫
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
身
分
や
職
分
に
応
じ
た
倫
理
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

新
渡
戸
の
『
武
士
道
』
は
、
武
士
道
を
解
説
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
次
第
に
武
士
を
離
れ
、
日
本
人
一
般
の
美
点
を
あ
げ
、
そ
れ

を
外
国
人
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新
渡
戸
の
時
代
に
も
す
で
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
理
想
的
日

本
人
論
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
②

新
渡
戸
が
武
士
道
を
、
宣
長
が
大
和
心
の
標
章
と
し
た
「
桜
の
花
」
に
た
と
え
た
の
も
理
由

の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

新
渡
戸
が
『
武
士
道
』
を
書
い
た
十
九
世
紀
末
の
日
本
で
は
、
す
で
に
武
士
階
級
は
消
滅
し
、
「
武
士
道
」
的
な
思
想
様
式
も
過

去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
新
渡
戸
は
、
第
十
六
章
「
武
士
道
は
ま
だ
生
き
て
い
る
か
」
に
お
い
て
、
ま
だ
武
士
道
的

な
思
想
は
生
き
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
新
渡
戸
に
と
っ
て
日
清
戦
争
の
勝
利
は
、
「
忍
耐
強
さ
、
注

７

不
撓
不
屈
の
精
神
、

勇
敢
さ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
武
士
道
」
の
賜
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
新
渡
戸
は
、
第
十
七
章
「
武
士
道
の
未
来
」
に
お
い
て
、
武
士
道
が
早
晩
消
え
去
る
運
命
に
あ
る
こ
と
を
予
言
し
て
い

る
。
新
渡
戸
は
、
世
界
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
が
、
貴
族
主
義
的
な
倫
理
で
あ
る
武
士
道
の
名
残
を
呑
み
込
も
う
と
し
て
い
る
、

と
認
識
し
て
い
た
。 

 

【 

中
略 

】 

  

こ
の
よ
う
に
武
士
道
は
、
新
渡
戸
で
さ
え
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
す
で
に
「
名
誉
あ
る
葬
送
の
準
備
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
倫
理
体
系
だ
っ
た
。
し
か
し
新
渡
戸
は
、
「
完
全
に
絶
滅
す
る
こ
と
が
武
士
道
の
運
命
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
す
る
。
不
死
鳥

は
た
だ
自
分
自
身
の
灰
の
中
か
ら
甦
る
。
新
渡
戸
は
、
一
旦
は
ち
り
と
な
っ
た
武
士
道
も
、
新
生
日
本
の
進
歩
の
道
を
導
く
た
め
に
、

新
し
い
道
徳
と
し
て
不
死
鳥
の
よ
う
に
甦
る
の
だ
、
と
予
言
す
る
。 

            

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
新
渡
戸
の
『
武
士
道
』
は
、
日
本
人
が
初
め
て
自
分
で
日
本
文
化
の
特
質
を
意
識
し
、
体
系
的
に
日

本
人
の
倫
理
、
道
徳
を
解
説
し
た
優
れ
た
日
本
文
化
論
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

③

武
士
道
思
想
を
借
り
て
論
じ
た
理
想
的
日
本
人
論
だ
っ
た
。
現
在
で
も
よ
く
読
ま
れ
、
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
あ
る
意

味
で
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。 

（
山
本
博
文
『
武
士
道
の
名
著
』
に
よ
る
） 

な
お
、
出
題
に
際
し
、
一
部
改
変
を
加
え
て
い
る
。 

 

 

注
１
山
鹿
素
行 
や
ま
が
そ
こ
う
。
江
戸
前
期
の
儒
学
者
。 

 

注
２
賦
与 

ふ
よ
。
与
え
る
こ
と
。 

 
 

 

注
３
濫
用 

乱
用
す
る
こ
と
。 

 

注
４
稀 

ま
れ
。
珍
し
い
こ
と
。 

 
 

注
５
不
撓
不
屈 

ふ
と
う
ふ
く
つ
。
強
い
意
志
を
も
ち
、
苦
労
や
困
難
に
く
じ
け
な
い
こ
と
。 

      

（
１
）
空
欄
（ 

Ａ 

）
と
（ 

Ｂ 

）
に
入
る
文
章
と
し
て
最
も
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。 

 

ア 

Ａ
：
武
士
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か 

 
 

Ｂ
：
武
士
と
は
い
か
な
る
も
の
か 

 

イ 

Ａ
：
武
士
道
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か 

 
 

Ｂ
：
武
士
道
と
は
い
か
な
る
も
の
か 

 

ウ 

Ａ
：
武
士
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か 

 
 

Ｂ
：
武
士
道
と
は
い
か
な
る
も
の
か 

 

エ 

Ａ
：
武
士
道
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か 

 
 

Ｂ
：
武
士
と
は
い
か
な
る
も
の
か 
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（
２
）
空
欄
（ 

ａ 

）
か
ら
（ 

ｄ 

）
に
入
る
接
続
詞
と
し
て
最
も
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
ア 

ａ
：
あ
る
い
は 

 
 

ｂ
：
し
か
し 

 
 

ｃ
：
そ
の
た
め 

 
 

ｄ
：
す
な
わ
ち 

 
 

  

イ 
ａ
：
す
な
わ
ち 

 
 

ｂ
：
あ
る
い
は 
 

 

ｃ
：
し
か
し 

 
 

ｄ
：
そ
の
た
め 

 
 

  

ウ 

ａ
：
そ
の
た
め 

 
 

ｂ
：
す
な
わ
ち 

 
 

ｃ
：
あ
る
い
は 

 
 

ｄ
：
し
か
し 

 
 

  

エ 

ａ
：
し
か
し 

 
 

ｂ
：
そ
の
た
め 

 
 

ｃ
：
す
な
わ
ち 

 
 

ｄ
：
あ
る
い
は 

 

（
３
）
傍
線
部
①
「
克
己
」
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
４
）
空
欄
（ 

Ｃ 

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

 
 

 

ア 

土
下
座 
 

 

イ 

鞭
打
ち 

 
 

ウ 

降
伏 

 
 

エ 

切
腹 

 

（
５
）
傍
線
部
②
「
新
渡
戸
が
武
士
道
を
、
宣
長
が
大
和
心
の
標
章
と
し
た
『
桜
の
花
』
に
た
と
え
た
の
も
理
由
の
あ
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る

。」

と
あ
る
が
、
た
と
え
た
こ
と
の
理
由
は
何
か
。
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。 

 

（
６
）
傍
線
部
③
「
武
士
道
思
想
を
借
り
て
論
じ
た
理
想
的
日
本
人
論
」
の
例
と
し
て
、
武
士
に
限
ら
ず
商
人
や
農
民
に
も
共
通

し
て
い
た
倫
理
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
文
中
か
ら
五
文
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

（
７
）
現
在
の
日
本
人
の
特
質
を
外
国
人
に
説
明
す
る
と
き
、
あ
な
た
が
考
え
る
良
い
点
と
悪
い
点
に
つ
い
て
、
一
二
〇
字
程
度

で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
な
さ
い
。 



第
三
問

第
二
問

第
一
問

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

受
験
番
号

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

9
）

（

7
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

4
）

（

2
）

（

4
）

（

2
）

（

１
０
）

（

8
）

（

6
）

（

4
）

（

2
）

氏
名

ゆ
う
ぜ
い

か
げ
ん

す
き
や

ひ
よ
り

アウウ筆 イ

ア

縄

煮

武
蔵
野
学
院
大
学
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
部
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
科

一
般
選
抜
第
一
回
入
学
試
験
（

国
語
総
合
）

　
解
答
用
紙
　
　
二
〇
二
四
年
二
月
二
二
日
実
施

だ
と
う

け
い
ぶ

に
ょ

じ
つ

も
ん
ぴ

お
う
い
ん

ア エ

ぐ
う
ぜ
ん

※2 ※1 ※6 ※5



第
四
問

（

7
）

（

6
）

（

5
）

（

4
）

（

3
）

（

2
）

（

1
）

（

3
0
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

（

5
点
）

 

150 100

ウエ

武
士
道
も
桜
の
花
も
国
土
に
根
ざ
し
た
花
で
あ
る
か
ら

イ
こ
っ

き
面
目
と
名
誉
（

面
目
や
名
誉
　
で
も
可
）

※4 ※3

※
の
箇
所
に
は
記
入
し
な
い
で
く


